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昨
今
、
経
済
安
全
保
障
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。そ
の
構
造
的
背
景
と
し
て
、

米
中
の
大
国
間
競
争
の
激
化
を
指
摘
で
き
よ

う
。
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
を
パ
ワ
ー
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
の
観
点
か
ら
見
直
す
動
き
が
加

速
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
コ

ロ
ナ
危
機
下
で
の
医
薬
品
や
医
療
品
の
供
給

途
絶
、
世
界
規
模
で
の
半
導
体
不
足
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
に
埋
め
込
ま
れ
た
悪
意
あ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
発
見
な
ど
が
そ
う
し
た
動
き
を
後

押
し
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
相
互
依
存

関
係
を
安
全
保
障
の
論
理
で
再
構
築
す
る
こ

と
は
可
能
な
の
か
、
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
政
策
面
で
も
企
業

活
動
の
面
で
も
極
め
て
難
し
い
課
題
に
わ
れ

わ
れ
は
直
面
し
て
い
る
。

　

経
済
安
全
保
障
を
考
え
る
と
き
、
若
干
単

純
化
し
て
言
え
ば
二
つ
の
視
点
が
存
在
す

いまを読む5冊
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る
。
一
つ
の
視
点
は
、
国
の
経
済
を
国
力
、

よ
り
直
截
的
に
言
え
ば
軍
事
力
の
基
盤
と
し

て
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
注
目

さ
れ
る
の
が
各
国
の
技
術
力
で
あ
る
。
①
は

パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
一
九
世
紀
か
ら

一
九
七
〇
年
代
後
半
頃
ま
で
の
国
際
関
係
と

技
術
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
検
討
し
、
国
家
は

技
術
に
よ
っ
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
勝
ち
取
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、失
う
こ
と
も
あ
る
と
論
じ
る
。

そ
こ
で
は
、
い
か
に
し
て
外
部
技
術
を
取
り

込
め
る
か
が
カ
ギ
で
あ
る
と
議
論
さ
れ
る
。

歴
史
に
根
差
し
た
議
論
で
あ
る
が
、
今
日
の

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
に
も

示
唆
的
で
あ
る
。

　

他
方
、
現
在
の
米
中
間
の
技
術
覇
権
競
争

に
焦
点
を
当
て
る
の
が
②
で
あ
る
。
著
名
な

専
門
家
が
著
者
と
し
て
名
を
連
ね
る
本
書

は
、
大
国
間
競
争
の
時
代
に
入
っ
た
米
中
関

係
な
ど
を
技
術
や
貿
易
関
係
の
動
態
な
ど
か

ら
多
面
的
に
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

問
題
を
含
む
現
代
に
特
徴
的
な
課
題
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
米
中
技
術
覇
権
競
争
の
深
層

や
影
響
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
か
れ
る
。

　

経
済
安
全
保
障
に
対
す
る
い
ま
一
つ
の
視

点
が
、
経
済
を
国
家
間
政
治
に
お
け
る
影
響

力
の
観
点
か
ら
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
③
は

外
国
と
の
貿
易
関
係
の
中
に
潜
在
的
に
内
在

す
る
（
貿
易
相
手
国
に
対
す
る
）
強
制
力
の

要
素
を
見
出
す
。
同
書
は
一
九
四
五
年
に
初

版
が
出
版
さ
れ
た
国
際
政
治
経
済
学
の
古
典

的
名
著
（
の
邦
訳
）
で
あ
る
が
、
現
在
の
経

済
安
全
保
障
の
議
論
で
関
心
を
集
め
て
い
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問
題
や
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
・
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
を
考
え
る
際
の
有

用
な
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
米
国
の
著
名
な
国
際
政
治
学
者
が

編
集
し
た
④
は
、
国
家
な
ど
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
内
で
の
自
身
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
用
い
て

他
国
に
そ
の
意
図
を
強
い
る
状
況
を
「
相

互
依
存
の
武
器
化
（w

eaponization of 
interdependence

）」
と
位
置
づ
け
、
そ

の
成
否
の
条
件
や
理
論
的
含
意
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
経
済（
技
術
）

が
外
交
上
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
と
し
て
利
用
さ
れ

る
と
い
う
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

も
っ
と
も
、
現
実
に
は
経
済
（
技
術
）
と

安
全
保
障
の
交
叉
は
漫
然
と
し
て
い
る
。
経

済
（
技
術
）
は
各
国
の
安
全
保
障
の
基
盤
で

あ
る
と
同
時
に
、
国
家
間
政
治
に
お
け
る
影

響
力
を
構
成
す
る
。
そ
の
こ
と
を
具
体
的
な

事
例
を
通
し
て
提
示
す
る
の
が
⑤
で
あ
る
。

著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
本
書
は
、

国
際
経
済
と
地
政
学
と
戦
略
が
渾
然
一
体
と

な
る
地
経
学
の
時
代
が
訪
れ
た
と
主
張
し
、

現
在
の
経
済
安
全
保
障
に
と
っ
て
重
要
な
論

点
を
包
括
的
に
提
示
す
る
。
そ
の
対
象
は
、

制
裁
、
通
貨
、
デ
ー
タ
、
サ
イ
バ
ー
、
石
油
、

ル
ー
ル
形
成
と
幅
広
い
。
本
書
が
取
り
上
げ

る
事
例
を
丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
経
済

安
全
保
障
に
と
っ
て
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ

よ
う
。
●
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二
〇
二
〇
年
六
月
に
「
香
港
特
別
行
政
区

国
家
安
全
維
持
法
」が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、

香
港
お
よ
び
国
際
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
。
個
人
・
少
数
者
の
表
現
の
自
由
に
対

し
て
国
家
の
安
全
に
拝は

い
き跪

す
る
こ
と
を
強
い

る
と
い
う
同
法
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
国
連

人
権
理
事
会
の
会
合
に
お
い
て
、
西
側
諸
国

を
中
心
に
二
七
ヵ
国
が
「
強
い
懸
念
」
を
示

す
共
同
声
明
を
発
表
し
た
一
方
で
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
五
三

の
国
々
が
中
国
へ
の
支
持
を
表
明
し
、
国
際

社
会
の
評
価
・
対
応
が
分
か
れ
た
。

　

①
で
は
、
戦
後
、
西
側
諸
国
の
憲
法
の
共

通
基
準
で
あ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
（

≒

立
憲
民
主
主
義
）
が
、
近
年
、「
ネ

いまを読む5冊

③中国法
　 ̶̶「依法治国」の公法と私法
　 小口彦太・著   
　 集英社新書、2020 年

①リベラル・デモクラシーの現在
　　̶ ̶「ネオリベラル」と「イリベラル」のはざまで
　樋口陽一・著
　岩波新書、2019 年

②コロナの憲法学
　 大林啓吾・編
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オ
リ
ベ
ラ
ル
」
と
「
イ
リ
ベ
ラ
ル
」
の
挟
撃

を
受
け
て
世
界
的
な
危
機
に
瀕
し
て
い
る
状

況
が
描
き
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
イ
リ

ベ
ラ
ル
」
は
、
非
西
側
諸
国
の
権
威
主
義
体

制
と
西
側
諸
国
内
部
で
拡
が
り
を
み
せ
る
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
両
方
を
包
含
す
る
。
か
か
る

状
況
の
下
で
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

を
選
び
直
す
意
義
・
可
能
性
に
つ
い
て
、
戦

前
・
戦
後
の
知
識
人
の
言
説
な
ど
を
手
が
か

り
に
考
察
が
進
め
ら
れ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
異
な
る
政
治

体
制
間
で
の
統
治
の
優
劣
と
い
う
論
点
を
浮

上
さ
せ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
抑
止
の
た
め

に
、
国
家
は
ど
こ
ま
で
強
制
的
措
置
を
と
れ

る
の
か
、
ど
こ
ま
で
個
人
の
自
由
を
規
制
し

う
る
の
か
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

国
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
悩
す
る
一
方
で
、
危

機
に
対
す
る
権
威
主
義
的
政
治
体
制
の
優
位

が
さ
さ
や
か
れ
た
。
②
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生

じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
憲
法
問
題
お
よ
び
そ
れ
に

対
す
る
各
国
の
対
応
を
幅
広
く
検
討
す
る
。

　

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
し
ば
し
ば
言
及
す

る
よ
う
に
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に

対
峙
す
る
権
威
主
義
体
制
の
大
国
が
中
国
で

あ
る
。
中
国
（
中
国
政
府
・
共
産
党
）
が
い

う
「
法
治
」
と
は
何
か
、
中
国
に
お
け
る
先

進
的
に
み
え
る
民
商
法
と
自
由
抑
圧
の
根
拠

と
も
な
る
憲
法
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う

捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
③
は
、
具
体
的
な
裁

判
例
の
分
析
を
通
し
て
、
中
国
の
裁
判
制
度

が
行
政
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、「
党
規
」

と
い
う
「
裏
」
の
法
の
存
在
、
現
代
中
国
法

と
伝
統
中
国
法
と
の
連
続
性
な
ど
を
解
き
明

か
す
。

  

中
国
、
さ
ら
に
は
香
港
は
、
今
や
反
リ
ベ

ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
一
色
と
な
っ
た
観
が

あ
る
が
、そ
の
中
国
で
も
か
つ
て
リ
ベ
ラ
ル
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
移
植
・
定
着
さ
せ
よ
う
と

す
る
知
的
営
為
が
確
か
に
存
在
し
た
。④
は
、

中
華
民
国
期
（
主
に
一
九
三
〇
～
四
〇
年

代
）
に
そ
れ
を
模
索
し
た
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト

た
ち
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
思
想
的
水
脈

は
、
中
国
、
香
港
、
台
湾
に
お
い
て
互
い
に

連
鎖
・
共
鳴
し
合
い
、
後
の
「
北
京
の
春
」

（
中
国
）、「
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
」（
台
湾
）、

「
雨
傘
運
動
」（
香
港
）
へ
と
連
な
っ
て
い
く

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
今
日
の
状
況
を
み
る

に
、
当
面
、
水
流
は
伏
流
水
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
が
、
決
し
て
枯
れ
る
こ
と
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。

  

い
う
ま
で
も
な
く
、
ア
ジ
ア
は
多
様
で
あ

る
。
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
権
威
主

義
の
問
題
群
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ア
ジ
ア

諸
国
が
歩
ん
で
き
た
戦
前
・
戦
後
の
歴
史
、

今
日
抱
え
る
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
⑤
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
ア
ジ
ア
諸
国

の
憲
法
の
概
説
書
で
あ
る
。ア
ジ
ア
諸
国
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
と
向
き
合
い
、
そ
れ
を
受
容
あ
る
い

は
拒
絶
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
角
か
ら
論
じ
て
い
る
。
●




